
しろいの未来作戦会議（子ども・若者のワークショップ）【概要】

〇目 的：

・第 6次総合計画及び都市マスタープランの策定方針の策定方針に基づき、魅力あふれる白井

を次世代に残していくため、子どもの視点による市の魅力や課題の認識、市の将来像につい

ての意見を把握・反映する。

・次期「しろい子どもプラン」に位置づける子ども等の施策の策定にあたり、子どもや若者の

生の声を聴き、同プランへ反映させる。

・子どもが望む市の将来像を聴くとともに、その原因や解決策を自分ごととして考えてもらう。

〇開催日時：

（１）令和 6 年 5月 12日（日）

9：00～12：00 小学生の部 （４～６年生） ４グループ １７名

13：30～16：30 中学生の部 （１～３年生） ４グループ １６名

（２）令和 6 年 5月 19日（日）

9：00～12：00 若い世代の部（高校生等～35歳） ４グループ １３名

13：30～16：30 若い世代の部（高校生等～35 歳） ３グループ １１名

〇開催場所：保健福祉センター３階 団体活動室

〇内 容：

・事前に「興味のあるまちづくりのテーマ」を記入してもらい、近い話題でグループ分け。

・各テーブルは参加者５名程度で着席し、ファシリテーター1名を配置。

・理想的な白井市の未来について意見交換し、実現に向けた作戦をグループごとに発表。

市長へプレゼンテーションを行った。

資料２
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令和 6年 5月 12日（日） 9：00～12：00 小学生の部

＜Aグループ 発表＞

■テーマ

〇スポーツに力を入れてほしい、少子化をなくす、秋休みが欲しい、いじめをなくす

〇スポーツの関わり、仲良くする

〇遊べる

■理想の白井市

〇関わりを増やしみんなで楽しめるまち

■そのためにできること

〇お金を大事にするために税金を払う

〇ボランティアに参加する

〇子供達の屋台をやる

〇そのためにはコミュ力を大切にして、すてきな白井市をつくる
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＜Bグループ 発表＞

■テーマ

○学校の老朽化をなおす、タイルが割れている、椅子机の表面がザラザラしている。

○校庭にアスレチック、遊具の近くに休憩出る場所作って安心できるようにする

○観光地を作って有名にする

○自然を大事にする、室内でもキャンプ、森の中で安心できるようにする

○施設を増やす

○テーマパークや知らない人でも協力できる場所、室内で出来る場所、室内で何でもできる

ようになる

○ショッピングモールやホテルを作って、白井市にたくさんの人が来るようになる

○北総鉄道の桜台駅をつくる

○すぐに移動できるようになる。どこに住んでいても移動しやすいようになれば良い。

■理想の白井市

○安心して簡単に移動できる白井市

■そのためにできること

○探検イベントなどいろんなイベントする

○今ある施設や学校使ってイベントする

○遊びに行ける場所を紹介する

○北総鉄道にお金が貯まったら、桜台駅をつくることを提案する

○公共交通など免許がなくても移動できる

-3-



＜Cグループ 発表＞

■テーマ

○いいところ＝梨、自然を大切にする

○悪いところ＝地球温暖化が進んでいる、考えるほどたくさん出てくる

○人口減少、ショッピングモールが欲しい

○環境問題が進んでいる、白井の人口は他の市、他路線に流れていっている

■理想の白井市

〇自然、イベント、人を集める

■そのためにできること

〇ボランティアに力を入れていく

〇自分達でイベントを行う

〇環境対策として、自然の博物館をつくったり、市民の環境問題を呼びかける
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＜Dグループ 発表＞

■テーマ

〇地球温暖化、梨

〇地球温暖化が進むと日差しが強くなり、ゲリラ豪雨が植物がだめになってしまう

〇自然がいっぱいになると自由研究できる？空気がきれいになり地球温暖化の対策にもな

る

〇白井市役所の近くに梨ジュースを飲める蛇口が欲しい→白井の文化を知ってもらう

〇文化センターに、白井の梨をお菓子など別の形で提供する→収入を使って新しい施設をつ

くる

〇梨ミュージアムをつくる→外の人に梨の魅力を知ってほしい

■理想の白井市

〇梨を大事にする白井市

〇梨によって笑顔の輪が広がる白井市

■そのためにできること

〇梨を食べる

〇梨農家を応援する

〇笑顔の輪を広げるために、知人やいとこに梨を分けて喜んでもらう
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令和 6年 5月 12日（日） 13：30～16：30 中学生の部

＜Aグループ 発表＞

■テーマ

〇夏のふる里まつりしたい

〇子育てしやすいまち

〇大人も子供も楽しめる街

〇選ばれるまち

■理想の白井市

〇様々な人が暮らしやすく市全体がにぎやかで楽しくおしゃれなまち

■そのためにできること

〇多様性を認め合う⇒お互いを理解する

〇市全体がにぎやかでおしゃれ⇒イベント参加、中学生が企画する活動、白井市をより良く

するアピール
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＜Bグループ 発表＞

■テーマ

〇人口を増やす

・人が少なく、部活が成り立たない

・盛り上がりがない

・盛り上がりを生むことが重要

〇横断歩道に信号を設置

・住んでいる地域の通学路の交差点に信号がない

・クルマが結構なスピードで走る

・インフラの改善が必要

・電車や国道 16 号通っているので交通の便は良いので、安全性をアピールできれば人口増

にもつながるのでは。

■理想の白井市

〇梨を入口に住みやすさに特化した町

〇梨が有名であることを伝える

〇白井市に住んで印西で働いて、柏で買い物する

〇住むなら安全なまち

〇変わらずに人口を多くする。

■そのためにできること

〇自分たちが白井市について知る
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〇他のイベントを企画する

〇きれいな町に住みたいと思う⇒ポイ捨てしない、マナーを守る⇒安全・きれいなまち

〇自分たちが住む＋自分で店をやる⇒なしのカフェをやることも梨アピールになる？

〇ネットでアピール⇒白井の安全、住みやすさ、いいまちであることを PR
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＜Cグループ 発表＞

■テーマ

〇治安が良く

・安心・安全⇒道路の安全や歩行者

・自転車の安全、犯罪をなくす、事故をなくす

〇どの世代もたのしめる

・老人・大人や子どもの施設は多いが、中高の遊べる場所がない

・今の若者が使える中高生の遊び場が必要

・中高生だけではなく、どの世代も楽しめることが必要

〇田舎の最先端

・知名度の低さがネック

・移住者を増やすうえで興味を引くことが重要

・田舎：草木があって静かできれい、最先端：ビルとかもある

・田舎と都会のいいとこどり

■理想の白井市

〇治安が良くどの世代も楽しめる田舎の最先端

■そのためにできること

〇全世代が楽しめるようなことを協力して考える

〇近所付き合いを大切にしていく

〇ルールを守る
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＜Dグループ 発表＞

■テーマ

〇おいしいなしをひろめる

・白井の良いところを広める

・目的に合った場所があるが、知られていない

〇町の中で交流を増やす

・謎解きイベントが多い

・雪が降った時に学校に止まれたりする

・イベント情報が少なく、新しいことがあっても参加できないことがある

〇人口率が増えるまち

・働きたいところとかがないため、20代で離れるが、30代で返ってくる人もいる

・特産品や有名なものを作れば返ってきやすい

〇距離が近いまち

・イベントを深める

■理想の白井市

〇イベントや人と関わる機会を通して、思い出ができる、人とのかかわりができ、白井市を

知ってもらえる

■そのためにできること

〇お店を出す
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〇もともとの取組みを手伝う

〇宣伝する

〇イベントを企画して取り組む

〇スクールサミットの実施
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令和 6年 5月 19日（日） 9：00～12：00 高校生等

＜Aグループ 発表＞

■テーマ

〇音楽とお笑いのまちづくり

・情報発信、ＳＮＳが鍵、しろい広報ＳＮＳから

〇若者が集える町

・白井駅から白井高校までの道に何もない

・店がほしい

・住みやすさは住まないとわからない、住んでもらわないとわからない。良さをどうやって

知ってもらうか。それを生かしてどう人を呼ぶか。

・20代前半は転出するのはしょうがない、子育て期に帰ってきてくれるようなまちおこし

■理想の白井市

〇結局戻りたくなる実家 しろい市

→転出した人が子育ての時に戻りたくなる町としてアピールする。

■そのためにできること

〇白井を認知してもらうためにＳＮＳで発信。ハッシュタグで有効活用。

〇おためし居住（空き家対策）
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＜Bグループ 発表＞

■テーマ

〇銭湯が欲しい

・裸の付き合いができる、２４時間いつでも行けるところ

〇老いも若いも楽しめる市

・集まれる場所がない。駅近くにファミレス。夜までやっている店など交流できる場所

〇梨でまちおこし

・立地はよい市なので市外から集客、道の駅やショッピングセンター

〇市のＳＮＳをフォローしてもらう、知ってもらう。

■理想の白井市

〇老若男女みなが集まれるまち

■そのためにできること

〇ＳＮＳで市の情報を発信。

〇若い人、選挙に参加する。

〇白井市でお金を使ってもらう

〇いろんな人を呼ぶ
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＜Cグループ 発表＞

■テーマ

〇交通の移動を増やしてほしい

→車があればいろんなところに行ける距離。印西・柏など

→朝の電車本数が少ない。

〇娯楽の施設を立ててほしい。

→駅の近くにあれば市外からの人も増える。

〇銭湯がほしい

→遅くまでやっていて市外から人が来るようなところ

→梨のソフトをそこで売る

■理想の白井市

〇市外の人も高齢者もみんな交通の便が良くてあそぶ場所がある町

■そのためにできること

〇アンケートをとる

〇市のことをよく知る
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＜Dグループ 発表＞

■テーマ

〇・齢者だけでなく若者子育て世帯に住みやすいまち

→住みやすいまちのランキング上位を狙う

→子ども若者へ支援、子どもの絵をまちに貼る、保育園幼稚園学童などの増設

→SNSで話題作り

→小中学生から地域教育をする

〇SDGｓを大切にするまち

→緑を増やす、空き家を減らす

→電車賃を下げてＣＯ２排出削減へ

→学生などＳＤＧｓに取り組むグループ・活動を作る

〇安全なまち

■理想の白井市

〇なんだかんだ白井が良い

→まず住んでいる人がよいまちでよかったなと思えることが大事

→ブータンのように、住んでいる人自身がこの国大好き。このように。

■そのためにできること

〇知り合い増やし知らない人を減らす、祭り・イベントに積極参加

→世代を超えた語り場、学校・店に意見箱、自分たちで祭りをつくる

→市のＳＮＳをフォローする。

-15-



令和 6年 5月 19日（日） 13：30～16：30 ～３５歳

＜Aグループ 発表＞

■テーマ

〇北総線をよくしてほしい

→北千葉道路の開通で良くなる？

〇産業振興

→飲食、大人数で集まれる、居酒屋など少ない

〇交通の問題

→南北が弱い 北部地域に第２の拠点を

〇自然をＰＲしている割には自然を楽しむ場所がない

→若者も高齢者も楽しめる居場所

→カフェ、昔あったパン屋みたいな子どもも楽しめる場所

■理想の白井市

〇若者も高齢者も市内で過ごしやすい居場所・拠点づくり

■そのためにできること

〇バスを増やしてほしい→白井市民ができることはバスを使うこと。

〇地域の居場所づくり→我々自身がその場所をつくる
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＜Bグループ 発表＞

■テーマ

〇市外の人も来たくなる、地域活性化のための複合施設、道の駅なども隣接。

→発信し、認知してもらうことが大事

→カフェなどみんなが休憩、過ごせる施設

→シニアには、まちは十分整っているので若い人のために

→シニアも、若者の勉強も過ごしやすい

〇遊ぶ場所、数あれど

・カラオケがほしい（近いところで）

・なし園と共存できるまちづくり

〇梨は大切にしつつ新しく。

→作る人、拡散する（売る）人、売る人が３人必要。

→市内外の人に梨を買ってもらえる場所

■理想の白井市

〇安心安全で地域活性化して人が来たくなる街

■そのためにできること

〇梨を積極的に買って梨の売り上げに貢献する
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＜Cグループ 発表＞

■テーマ

〇高齢者が住みやすいまちづくり

→高齢者だけでなく、転入者も

〇交通の便

→車のない人、免許返納者でもさまざまなところに行けるように

→レンタサイクルなど公共交通機関以外の手段

〇動物とのふれあい

→娯楽の一つ、動物を介して、同年代・異世代との交流ができるとよい

→猫カフェ等も

〇娯楽

→夜遅くまで遊べる、高齢者よりも若い世代向け

■理想の白井市

〇「家族」で楽しく、暮らしやすい町 ～動物も転入者も家族～

■そのためにできること

〇白井にお金を入れる

〇市の取り組みをほかの市の人にひろげる、知ってもらう

〇選挙で投票

〇市が主導してくれれば、みんなで参加して盛り上げたい
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【参考】 子育て支援に係るアンケート調査における 子どもの意見

令和５年度に実施した、小学５年生及び中学２年生へのアンケート調査の自由意見に

おける主な意見

小学５年生

中学２年生

主な意見 件数

公園や遊び場を増やしてほしい 36

スポーツ施設や大会を増やしてほしい 24

自由に遊べる場所を増やしてほしい 19

観光名所や商業施設を増やしてほしい 18

学校の設備を改善してほしい 17

イベントやお祭りを増やしてほしい 14

自動販売機やコンビニを増やしてほしい 13

給食の内容を改善してほしい 10

いじめをなくしてほしい 9

相談できる場所を作ってほしい 8

主な意見 件数

スポーツができる場所の増設 55

商業施設やショッピングモールの建設 37

子供が楽しめる遊び場の増設 34

勉強に集中できる施設の設置 17

道路や横断歩道を整備してほしい 17

イベントやお祭りを増やしてほしい 11

公共交通機関の運賃の軽減を希望 8

給食の自校式の維持 8

街灯の増設と安全対策 7

ゴミ拾いや環境保護活動の推進 4
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